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取材／編集部　写真／辻村耕司

住　　所 甲賀市信楽町田代桃谷300

連 絡 先 TEL 0748（82）3411　　FAX 0748（82）3414

入 館 料 一般1,100円、高・大生800円、小・中生300円
（20名以上は各200円引き）

アクセス JR 琵琶湖線「石山駅」から帝産バスで約50分／新名神「信
楽 IC」から車で約15分、「草津田上 IC」から車で約20分

■ MIHO MUSEUM
MIHO MUSEUM

［左右］鳥獣花木図屛風　伊藤若冲筆（江戸時代）
エツコ＆ジョー・プライスコレクション

［中央］善女龍王像　円空仏（江戸時代）園城寺蔵

特集 KAZARI
かざり ─信仰と祭りのエネルギー─

会期：３月１日㈫〜５月15日㈰

　甲賀市信楽町にある MIHO MUSEUM（ミホミュー
ジアム）では、古代の仏教美術から江戸時代の曳山（山
車）を飾る工芸品まで、日本に花開いた信仰の中の「か
ざり」の世界を見渡す特別展が開催されています。
　滋賀県内の社寺や自治会が所蔵する作品が数多く出
展されている点も本展の特徴のひとつ。
　同館の桑原康郎学芸員に、企画段階からの経緯と見
どころをお聞きしました。

［右奥］木造阿弥陀如来坐像光背（平安時代）洞照寺
［左手前］金銅大日如来坐像（鎌倉時代）敏満寺区
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離
宮
で
は
な
く
て
日
光
東
照
宮
。
能
で
は
な
く
て

歌
舞
伎
。「
わ
び
さ
び
」
や
禅
の
方
向
で
は
な
い
、

も
う
一
方
の
日
本
文
化
と
し
て
、「
か
ざ
り
」
は

国
内
外
に
驚
き
を
も
た
ら
し
た
わ
け
で
す
ね
。

桑
原

そ
う
な
ん
で
す
。
そ
の
辻
館
長
が
、
今

年
３
月
で
引
退
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、「
最
後
に
、

か
ざ
り
展
を
や
り
た
い
な
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
ん

で
す
。
宿
へ
お
送
り
す
る
車
の
中
で
で
し
た
（
辻

館
長
は
鎌
倉
市
在
住
）。
ご
自
分
で
も
や
り
残
し

て
い
る
の
が
「
神
仏
の
飾
り
」
だ
と
。「
本
来
は

一
番
最
初
に
や
ら
な
い
と
い
け
な
か
っ
た
の
に
、

最
後
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
。

館
長
の
お
気
持
ち
は
わ
か
る
の
で
す
が
、

２
０
０
８
年
の
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
や
京
都
文
化

博
物
館
で
の
展
示
は
国
宝
や
重
要
文
化
財
の
オ
ン

パ
レ
ー
ド
で
、
究
極
の
「
か
ざ
り
」
展
と
い
え
る

も
の
で
し
た
。
こ
れ
以
上
何
を
す
る
ん
だ
！（
笑
）

難
し
い
課
題
だ
と
思
い
な
が
ら
、
私
の
頭
に
浮

か
ん
だ
の
は
、
２
０
１
０
年
に
九
州
国
立
博
物
館
で

開
催
さ
れ
た「
湖
の
国
の
名
宝
展
」
の
図
録※
３だ
っ

た
ん
で
す
。

─
─
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
の
所
蔵
品
・
寄
託

品
の
選
り
す
ぐ
り
が
公
開
さ
れ
た
も
の
で
す
ね
。

桑
原

こ
の
図
録
の
構
成
の
よ
う
に
、
滋
賀
の
風

景
写
真
と
と
も
に
仏
教
美
術
を
紹
介
し
て
、
最
後

は
曳
山
な
ど
、
華
や
か
な
お
祭
り
の
装
飾
品
を
見

せ
る
と
い
う
構
成
が
頭
に
で
き
あ
が
っ
た
ん
で
す
。

そ
の
風
景
写
真
を
担
当
な
さ
っ
た
大
津
市
在
住
の

写
真
家
・
寿
福
滋
さ
ん
の
写
真
を
パ
ネ
ル
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
壁
面
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

─
─
今
回
の
展
覧
会
が
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

桑
原
「
か
ざ
り
」展※
１は

、
当
館
の
辻つ
じ

惟の
ぶ

雄お

館※
２

長
が
、

日
本
美
術
の
ひ
と
つ
の
流
れ
と
し
て
過
剰
と
も
い

え
る
ほ
ど
細
か
な
装
飾
品
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と

に
着
目
し
て
、「
か
ざ
り
」
と
い
う
日
常
の
言
葉

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
１
９
８
８
年
に
展
覧
会
「
日

本
の
美
─
か
ざ
り
の
世
界
」
を
監
修
な
さ
っ
た
こ

と
に
始
ま
り
ま
す
。
東
京
日
本
橋
の
三
越
本
店
で

開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
な
ん
と
２
週
間
で

10
万
人
を
超
え
る
来
館
者
が
あ
り
ま
し
た
。
会
場

が
デ
パ
ー
ト
で
す
か
ら
、
国
宝
や
重
文
の
指
定
品

は
な
か
っ
た
の
に
で
す
。
い
ま
だ
に
来
館
者
数
の

記
録
は
破
ら
れ
て
い
な
い
そ
う
で
す
。

─
─
そ
れ
は
す
ご
い
。

桑
原

そ
の
後
も
日
本
美
術
の
特
質
と
し
て
「
か

ざ
り
」
の
系
譜
が
紹
介
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
縄
文

土
器
、
平
安
の
傘
風
流
、
戦
国
武
将
の
変
わ
り
兜

や
陣
羽
織
、
金
物
飾
り
、
そ
れ
か
ら
江
戸
時
代
の

町
人
が
愛
用
し
た
小こ

袖そ
で

や
簪
か
ん
ざ
しな
ど
で
す
。

─
─
弥
生
式
土
器
で
は
な
く
て
縄
文
式
土
器
。
桂

─
─
言
わ
れ
て
み
れ
ば
、
金
剛
輪
寺
の
華け

鬘ま
ん
や
洞ど
う

照し
ょ
う

寺じ

の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
な
ど
、「
湖
の
国
の
名

宝
展
」
と
重
な
っ
て
い
る
作
品
も
多
い
で
す
ね
。

桑
原

そ
こ
か
ら
、
私
と
髙
梨
純
次
さ
ん
（
秀
明

文
化
財
団
）、
当
館
の
片
山
寛
明
学
芸
部
長
の
３

人
で
、
具
体
的
に
展
示
す
る
品
を
つ
め
て
い
き
ま

し
た
。
髙
梨
さ
ん
が
専
門
の
仏
教
美
術
の
名
品
を

い
ろ
い
ろ
あ
げ
る
と
、
片
山
部
長
が
「
国
宝
の
唐か
ら

鞍ぐ
ら

を
一
度
展
示
し
て
み
た
い
」
と
か
言
っ
た
り
し

な
が
ら
（
笑
）。

─
─
展
示
は
、
10
章
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

お
お
む
ね
時
代
順
と
考
え
て
よ
い
の
で
す
か
。

桑
原

大
き
な
流
れ
は
時
代
に
沿
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
仏
教
伝
来
か
ら
始
ま
る
の
で
、
奈
良
の
法

隆
寺
金
堂
の
装
飾
品
な
ど
を
お
借
り
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
オ
リ
エ
ン
タ
ル
な
印
象
を
受
け
ま
す
。

東
大
寺
の
伎ぎ

楽が
く

装
束
は
、
２
０
０
２
年
に
行
わ
れ

※
１

か
ざ
り
展

１
９
８
８
年
に
三
越
百
貨
店
（
東

京
・
名
古
屋
・
大
阪
）
で
「
日
本
の
美

か
ざ
り
の

世
界
」
展
、
１
９
９
１
年
に
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館

（
東
京
）
で
「
日
本
を
か
ざ
る
」
展
、
２
０
０
２
〜

２
０
０
３
年
に
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
・
ギ
ャ

ラ
リ
ー
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
と
大
英
博
物
館
（
ロ
ン

ド
ン
）
で
「KAZARI:Decoration and Display 

in Japan, 15th-19th Centuries

」
展
、
２
０
０
８

年
に
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
・
京
都
文
化
博
物
館
・
広

島
県
立
美
術
館
で
「KAZARI

日
本
美
の
情
熱
」

展
が
開
催
さ
れ
た
。

※
２

辻

惟
雄
（
１
９
３
２
〜
）
美
術
史
学
者
。
専

門
は
日
本
美
術
史
。
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
多
摩

美
術
大
学
名
誉
教
授
、
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ

館
長
。『
奇
想
の
系
譜
』
な
ど
著
書
多
数
。

※
3
「
湖
の
国
の
名
宝
展
」
図
録

辻
館
長
の
「
か
ざ
り
」
展
へ
の
思
い

お
花
見
や
春
祭
り
の
延
長
で
、

ご
来
場
の
皆
さ
ん
に
は
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
学
芸
員

桑
原
康
郎
さ
ん

インタビュー

プロフィール
くわばら・やすお／1967 年、群馬
県桐生市生まれ。1997 年より
MIHO MUSEUM 勤務。「アジア
のかざり展」「根来展」など、主
に工芸品を中心に担当。
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た
大
仏
開
眼
１
２
５
０
年
慶
讃
大
法
要
の
た
め
に
、

正
倉
院
宝
物
を
も
と
に
再
現
さ
れ
た
も
の
で
す
。

─
─
日
本
と
違
う
、
大
陸
的
な
色
彩
と
形
で
す
ね
。

桑
原

つ
づ
く
３
章
は
平
安
仏
教
の
阿
弥
陀
仏
や

来
迎
図
、
４
章
は
平
安
時
代
に
空
海
や
最
澄
が
日

本
へ
も
た
ら
し
た
密
教
の
曼ま
ん

荼だ

羅ら

や
修し
ゅ

法ほ
う

に
用
い

た
法
具
、
５
章
は
仏
教
の
図
像
の
中
に
取
り
入
れ

ら
れ
た
動
物
た
ち
…
…
。

─
─
次
の
６
章
で
伊
藤
若じ
ゃ
く

冲ち
ゅ
うの

作
品
が
入
っ
て

き
て
、
意
表
を
つ
か
れ
ま
す
。

桑
原

辻
館
長
が
「
若
冲
を
入
れ
よ
う
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
。
髙
梨
さ
ん
は
「
絶
対
無
理
」
と
い

う
意
見
で
（
苦
笑
）。
そ
し
て
、
髙
梨
さ
ん
か
ら
、

前
ふ
り
と
し
て
５
章
に
、
中
世
の
日
本
で
独
自
の

信
仰
と
し
て
生
み
出
さ
れ
る
、
動
物
の
霊
性
を
身

に
つ
け
た
荼だ

吉き

尼に

天
や
弁
才
天
と
い
っ
た
神
仏
を

入
れ
よ
う
と
提
案
い
た
だ
い
た
ん
で
す
。

─
─
あ
れ
は
不
思
議
な
も
の
で
す
ね
。
合
体
ロ
ボ

の
よ
う
に
最
強
の
仏
を
つ
く
り
出
す
。
確
か
に
、

そ
ぎ
落
と
す
方
向
と
は
反
対
の
ベ
ク
ト
ル
で
す
。

桑
原

若
冲
の
『
鳥
獣
花か

木ぼ
く

図
屛
風
』
の
中
に
お

釈
迦
さ
ま
は
い
ま
せ
ん
が
、
涅ね

槃は
ん

図ず

の
荘
し
ょ
う

厳ご
ん

と※
４

似

て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
涅
槃
図
は
、

仏
教
の
世
界
で
、
お
釈
迦
さ
ま
の
周
り
を
動
物
や

植
物
が
荘
厳
す
る
も
の
で
す
ね
。
若
冲
は
、
相
し
ょ
う

国こ
く

寺じ

へ
釈
迦
三
尊
の
荘
厳
と
し
て
、こ
の
世
界
を「
動

植
綵さ
い

絵え

」
に
描
い
て
寄
進
し
た
と
。

─
─
い
ま
の
お
話
に
出
て
き
た
「
荘
厳
」
も
重
要

な
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

桑
原
「
荘
厳
」
と
は
、
辻
館
長
が
お
っ
し
ゃ
る

に
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
「
飾
り
」
を
意
味

す
る
言
葉
か
ら
来
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。
仏
教

的
な
世
界
を
飾
る
、
仏
さ
ま
を
讃
え
る
た
め
に
金

銀
な
ど
を
材
料
に
技
術
の
粋
を
凝
ら
し
た
細
工
を

施
す
ん
で
す
ね
。

─
─
そ
の
意
識
は
仏
教
伝
来
と
と
も
に
日
本
に

入
っ
て
き
た
と
考
え
て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

桑
原

そ
れ
ま
で
の
神
道
は
あ
ま
り
飾
ら
な
い
、

非
常
に
シ
ン
プ
ル
な
信
仰
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
か
ら
７
章
に
つ
づ
く
わ
け
で
す
が
、
平
安
時

代
か
ら
室
町
時
代
に
神
社
の
社
殿
に
納
め
ら
れ
た

「
古
神
宝
」
と
呼
ば
れ
る
宝
物
は
豪
華
で
、
一
流

の
技
術
者
が
作
っ
た
も
の
が
捧
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

注
目
し
た
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
文
様
に
ペ
ル

シ
ャ
な
ど
西
域
由
来
の
デ
ザ
イ
ン
が
認
め
ら
れ
る

点
で
す
。
現
在
、
当
館
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
紫し

檀た
ん

螺ら

鈿で
ん

宝ほ
う

相そ
う

華げ

鳳ほ
う

凰お
う

文も
ん

平ひ
ら

胡や
な

籙ぐ
い

（
重
要
文
化
財
）
は

春
日
大
社
の
古
神
宝
に
近
い
も
の
で
す
が
、
円
形

の
中
に
向
か
い
合
っ
た
２
羽
の
鳳
凰
を
表
す
デ
ザ

イ
ン※
５は

、
ア
ッ
シ
リ
ア
か
ら
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
全

土
に
広
が
っ
た
意
匠
に
由
来
す
る
も
の
で
す
。

つ
づ
く
８
章
で
は
、
神
の
乗
り
物
と
し
て
奉
納

さ
れ
た
馬
の
背
に
つ
け
る
唐か
ら

鞍ぐ
ら

や
神み

輿こ
し

を
、
華
麗

な
「
か
ざ
り
」
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
作
品
と
し
て
紹

介
し
て
い
ま
す
。

９
章
で
は
、
神
の
渡と

御ぎ
ょ

や
天
皇
の
行
ぎ
ょ
う

幸こ
う

と
そ
れ

に
連
な
る
行
列
、
そ
れ
に
と
も
な
う
大
勢
の
見
物

人
の
発
生
こ
そ
、
き
ら
び
や
か
な
お
祭
り
の
原
点

だ
と
し
て
、
大
津
市
坂
本
の
日
吉
山
王
祭
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
行
列
の
姿
を
描
い
た
屛
風
絵
を
取
り

上
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
江
戸
時
代
の
近
江
で
町
人
た
ち
の
手

で
豪
華
に
し
つ
ら
え
ら
れ
て
い
く
曳
山
の
「
か
ざ

り
」
を
最
後
の
10
章
に
置
い
て
、
全
体
の
流
れ
が

決
ま
り
ま
し
た
。

滋
賀
県
か
ら
出
展
さ
れ
た
作
品
の
数
々

─
─
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
が
、
本
誌
で
紹

介
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
滋
賀
県
に
あ
る
文
化
財

に
限
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
第
１
章
で
は
、
穴あ
の
う太

廃
寺
出
土
の
押
出

仏
1
と
塼せ
ん

仏ぶ
つ
2
が
あ
り
ま
す
ね
。

桑
原

大
津
宮
と
も
関
係
の
あ
る
お
寺
で
、
押
出

仏
は
薄
い
銀
板
を
加
工
し
た
も
の
、
塼
仏
は
粘
土

を
焼
い
た
像
の
表
面
に
漆う
る
しを

塗
っ
て
、
さ
ら
に
金

箔
を
貼
っ
た
も
の
で
す
。
飛
鳥
か
ら
天
平
の
時
代

に
だ
け
つ
く
ら
れ
た
も
の
な
の
で
、
非
常
に
珍
し

く
貴
重
な
も
の
で
す
。

─
─
次
は
、
近
江
の
主
要
な
古
代
寺
院
の
瓦
で
す
。

桑
原

瓦が

当と
う

（
軒の
き

丸ま
る

瓦
の
先
端
の
丸
い
部
分
）
に

は
ハ
ス
の
花
を
デ
ザ
イ
ン
化
し
た
蓮れ
ん

華げ

文も
ん

が
、
甲こ
う

賀が

寺で
ら

の
軒の
き

平ひ
ら

瓦
3
に
は
ツ
ル
植
物
を
も
と
に
し
た

唐
草
文
様
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は

異
国
的
な
香
り
を
残
す
、
み
ず
み
ず
し
い
開
花
期

の
作
品
で
す
ね
。

「
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｒ
Ｉ
」
展
の
構
成

第
１
章

花
開
く
仏
教
美
術

─
─
仏
教
伝
来
と
か
ざ
り
の
世
界

第
２
章

法
会
を
か
ざ
る
色
彩
と
音
楽

─
─
伎
楽
と
舞
楽

第
３
章

荘
厳
─
─
善
を
つ
く
し
美
を
つ
く
す

第
４
章

神
秘
の
か
ざ
り

─
─
密
教
儀
礼
（
修
法
）
の
空
間

第
５
章

信
仰
の
広
が
り
と
動
物
た
ち

第
６
章

伊
藤
若
冲
・

動
植
綵
絵
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

第
７
章

古
神
宝

第
８
章

神
の
乗
物

第
９
章

祭
り
の
に
ぎ
わ
い

第
��
章

滋
賀
の
曳
山
祭

※
４

荘
厳

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
のvyū

h
a

（
分
配
、

配
列
）
が
語
源
と
さ
れ
、「
み
ご
と
に
配
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
」「
美
し
く
飾
る
こ
と
」
の
意
。
仏

教
用
語
で
仏
像
や
仏
堂
を
美
し
く
お
ご
そ
か
に
飾

る
こ
と
。

※
５

（上）「紫檀螺鈿宝相華鳳凰文平胡
籙」部分、（下）「双鹿連珠円文
外衣」部分（中央または西アジ
ア　８世紀）MIHO MUSEUM 蔵

特集　KAZARI かざり─信仰と祭りのエネルギー─
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対談　「ふなずしの歴史」再考

೔໺ொ

ཽ
Ԧ
ொ

ߕ
ྑ
ொ

ࢢౡߴ
ถࢢݪ

多
賀
ொ

඙ࠜࢢ

長
඿
市

守
山
市

૲
௡
市

େ௡ࢢ

໺ऱࢢ ౦ۙࢢߐ

ࢢീ഼ߐۙ

Ѫ૳ொ

ொ
ڷ
๛

ࢢլߕ

ࢢೆބ

܀
東
市

˔

˔

˔

˔ ˔

˔

˔̝
˔

˔˔

˔

˔
˔

˔

˔

˔

˔

˔
˔

˔̝˔

˔̝

˔̝̝̝̝̝

˔̝

ߕ
ྑ
ொ

ߕ
ྑ
ொ

˔̝

˔

˔

MIHO MUSEUM

◎
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
光
背

□
銅
造
花
卉
文
片
面
磬

洞照寺

総
持
寺

௕඿市
司町ٶ

௕඿市
ॕ町૊

金
銅
誕
生
釈
迦
仏
立
像（
２
体
）

阿
弥
陀
寺

滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館

穴
太
廃
寺
出
土
瓦

˔̝△
両
界
曼
荼
羅
図

金
銅
塔
鈴

金
銅
塔
鈴

金
銅
輪
宝

金
銅
輪
宝

金
銅
羯
磨

百
済
寺

金߶ྠ寺

阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
来
迎
図

甲
良
町
下
之
郷
区

荼
吉
尼
天
曼
荼
羅
図

善
女
龍
王
像
　
円
空
仏

♢
多
賀
大
社
参
詣
曼
荼
羅
図

多
賀
大
社

敏
満
寺
区

ড়ݫӃ

水
口
町（
作
坂
町
）

水
口
町（
天
神
町
）

市
神
神
社

善
水
寺

飯
道
寺

大
津
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

鬼
瓦
　
南
滋
賀
町
廃
寺
出
土

鬼
瓦
　
南
滋
賀
町
廃
寺
出
土

真
野
廃
寺
出
土
瓦

園
城
寺

滋
賀
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

滋
賀
県
立
近
代
美
術
館

石
山
寺

大
津
市
石
橋
会

大
津
市
湯
立
山
保
存
会

大
津
市
中
京
町
自
治
会

銀
製
押
出
仏
　
穴
太
廃
寺
出
土

１

˔

滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館

滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館

滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館

滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館

銀
製
押
出
仏
　
穴
太
廃
寺
出
土

１

三
尊
塼
仏
　
穴
太
廃
寺
出
土

２

滋
賀
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

滋
賀
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

甲
賀
寺
跡
出
土
瓦

３

守
山
市

穴
太
廃
寺
出
土
瓦

方
形
瓦（
サ
ソ
リ
文
）　
榿
木
原
遺
跡
出
土

４

ཽ
Ԧ
ொ

ࢢೆބ

˔
善
水
寺

◎
金
銅
誕
生
釈
迦
仏
立
像

５

敏
満
寺
区

♢
金
銅
大
日
如
来
坐
像

9

6

˔
百
済
寺

◎
金
銅
唐
草
文
両
面
磬

7

金߶ྠ寺◎
金
銅
透
彫
蓮
華
文
華
鬘

8

10

11

˔
荼
吉
尼
天
曼
荼
羅
図

12

♢
多
賀
大
社
参
詣
曼
荼
羅
図

多
賀
大
社
参
詣
曼
荼
羅
図

13

滋
賀
県
立
近
代
美
術
館

滋
賀
県
立
近
代
美
術
館

◎
近
江
名
所
図
屛
風

14

௕඿市
ॕ町૊

荼
吉
尼
天
曼
荼
羅
図

1

楽
太
鼓
図
楽
屋
襖（
長
浜
曳
山
祭
鳳
凰
山
）
狩
野
永
岳
筆

15

△
松
虎
図
楽
屋
襖（
宮
川
祭
颯
々
館
）
岸
駒
筆

16

大
津
市
中
京
町
自
治
会

△
近
江
八
景
欄
間
彫
刻（
大
津
祭
源
氏
山
）

17

大
津
市
湯
立
山
保
存
会

大
津
市
中
京
町
自
治
会

大
津
市
中
京
町
自
治
会

△
近
江
八
景
欄
間
彫
刻（
大
津
祭
源
氏
山
）

△
神
馬
図
胴
懸（
大
津
祭
湯
立
山
）

18

大
津
市
石
橋
会

△
飛
翔
鶴
図
水
引
幕（
大
津
祭
石
橋
山
）

19

波
濤
に
飛
龍
文
様
後
幕（
水
口
曳
山
祭
作
坂
町
）

20

△
玉
取
獅
子
図
内
幕（
水
口
曳
山
祭
天
神
町
）

21

੺൪号ʹインλϏϡー中の
　　　　൪号にରԠ

˕ʹॏཁ文Խࡒ
˘ʹ県ࢦఆ文Խࡒ
˚ʹ市ࢦఆ文Խࡒ
◇＝町指定文化財

滋賀県から出展されている文化財
「KAZARI」展に

（
２
ペ
ー
ジ
下
写
真
）

（
７
ペ
ー
ジ
写
真
）

（
７
ペ
ー
ジ
写
真
）

（
７
ペ
ー
ジ
写
真
）

（
７
ペ
ー
ジ
写
真
）

（
表
紙
写
真
）

（
７
ペ
ー
ジ
写
真
）

（
と
も
に
７
ペ
ー
ジ
写
真
）

（
２
ペ
ー
ジ
下
写
真
）

（
２
ペ
ー
ジ
上
写
真
）
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と
く
に
珍
し
い
の
は
、
ハ
ス
の
花
を
横
か
ら
見

た
姿
を
文
様
に
し
た
方
形
瓦
4
で
、
そ
の
形
か
ら

「
サ
ソ
リ
文
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
南
滋
賀
町
廃

寺
の
瓦
を
焼
い
て
い
た
窯か
ま

跡
だ
け
か
ら
出
土
し
た

も
の
で
、
そ
の
ル
ー
ツ
は
不
明
で
す
。

─
─
２
章
に
は
、
善
水
寺
（
湖
南
市
）
の
金
銅
誕た
ん

生じ
ょ
う

釈し
ゃ

迦か

仏ぶ
つ

立
像
5
が
あ
り
ま
す
。

桑
原

東
大
寺
の
誕
生
釈
迦
仏
立
像
（
国
宝
）
を

継
承
す
る
現
存
唯
一
の
作
例
と
さ
れ
る
も
の
で
す

の
で
、
東
大
寺
、
四
天
王
寺
、
法
隆
寺
の
奈
良
時

代
の
作
品
の
中
に
並
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

─
─
３
章
は
、
一
般
に
な
じ
み
が
な
い
で
あ
ろ
う

磬け
い

に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

桑
原

磬
は
、
お
寺
で
用
い
る
「
鳴
り
物
」
の
一

つ
で
、
総そ
う

持じ

寺じ

や
百
ひ
ゃ
く

済さ
い

寺じ

の
も
の
は
ず
っ
と
打
ち

鳴
ら
し
て
使
わ
れ
て
き
た
の
で
、
表
面
が
摩ま

耗も
う

し

て
い
ま
す
。
総
持
寺
の
も
の
6
は
、
中
央
に
蓮れ
ん

肉に
く

と
花
弁
、
左
右
に
草
花
文
が
、
百
済
寺
の
も
の
7

は
左
右
に
唐
草
文
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

─
─
こ
の
全
体
は
何
の
形
な
ん
で
す
か
。

桑
原

具
体
的
な
由
来
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
中

国
古
代
の
磬
は
、
似
た
形
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
本
来
の
磬
の
形
で
、
ほ
か
に
雲
板
型
や
蓮
華
型

の
も
の
も
集
め
て
み
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
代
表
的

な
堂
内
の
荘
厳
具
で
あ
る
華
鬘
を
二
つ
お
借
り
し

て
い
ま
す
。
金こ
ん

剛ご
う

輪り
ん

寺じ

の
も
の
8
と
京
都
の
細
見

美
術
館
の
も
の
で
す
が
、
細
見
さ
ん
の
も
の
は
、

近
江
八
幡
市
の
浄
じ
ょ
う

厳ご
ん

院い
ん

伝
来
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

─
─
４
章
は
密
教
の
曼
荼
羅
や
法
具
類
で
す
が
、

展
示
で
は
中
央
の
ケ
ー
ス
に
、
多
賀
町
敏び
ん

満ま
ん

寺じ

区

の
金
銅
大
日
如
来
坐
像
9
が
置
か
れ
て
い
ま
す
ね
。

桑
原

天
台
密
教
の
寺
と
し
て
天
皇
や
皇
族
か
ら

も
崇
敬
を
受
け
て
い
た
敏
満
寺
は
、
戦
国
時
代
に

な
る
と
浅
井
長
政
と
織
田
信
長
に
相
次
い
で
攻
撃

さ
れ
、
こ
れ
は
数
少
な
い
遺
品
の
一
つ
で
す
。
鋳

銅
製
で
す
が
、
全
体
が
一
つ
の
か
た
ま
り
で
は
な

く
、
台
座
は
各
部
が
別
鋳
で
、
組
み
合
わ
せ
て
鉄

釘
で
固
定
し
て
あ
り
ま
す
。

─
─
そ
れ
か
ら
、
珍
し
い
展
示
と
し
て
、
仏
像
の

光
背
が
並
ん
で
い
ま
す
。

桑
原

一
番
大
き
な
も
の
が
、
洞
照
寺
の
木
造
阿

弥
陀
如
来
坐
像
光
背
�
で
す
。
平
安
時
代
の
造
像

時
の
光
背
が
伝
わ
る
非
常
に
貴
重
な
も
の
で
、
13

体
の
飛
天
が
み
な
す
ご
く
き
れ
い
な
お
顔
を
し
て

い
て
、
天て
ん

衣ね

の
表
現
な
ん
か
す
ご
く
柔
ら
か
く
て

き
れ
い
な
ん
で
す
。
そ
う
し
た
脇
役
に
注
目
し
て

い
た
だ
け
る
機
会
か
と
思
い
ま
す
。

─
─
５
章
に
来
て
、
先
の
話
に
も
出
た
動
物
の
姿

を
取
り
込
ん
だ
神
仏
の
最
初
は
、
滋
賀
県
で
も
竹

生
島
の
女
神
と
し
て
な
じ
み
の
あ
る
弁
才
天
。

桑
原

当
館
所
蔵
で
、
明
治
の
神
仏
分
離
令
以
前

は
江
の
島
（
神
奈
川
県
）
の
お
寺
に
あ
っ
た
と
伝

わ
る
展
示
品
は
、
お
姿
は
竹
生
島
の
も
の
と
ほ
ぼ

同
じ
で
す
。
ど
こ
に
動
物
が
い
る
の
か
と
い
う
と
、

頭
上
に
と
ぐ
ろ
を
巻
い
た
か
っ
こ
う
で
、
頭
は
老

人
、
体
は
ヘ
ビ
の
宇う

賀が

神じ
ん

が
い
ま
す
。
次
は
白
び
ゃ
っ

狐こ

の
背
に
ま
た
が
っ
た
女
神
、
荼だ

吉き

尼に

天
の
図
像
で

す
。
こ
の
女
神
の
頭
上
に
も
や
は
り
と
ぐ
ろ
を
巻

い
た
宇
賀
神
が
の
っ
て
い
ま
す
。

荼
吉
尼
天
の
ま
わ
り
を
眷け
ん

属ぞ
く

が
囲
ん
で
い
る
甲

良
町
下し
も

之の

郷ご
う

区
の
も
の
�
に
は
、
中
央
下
に
男
と

女
が
い
る
の
で
す
が
、
男
は
鳥
足
に
魚
の
尾
、
女

は
キ
ツ
ネ
の
足
と
尾
を
も
つ
異い

形ぎ
ょ
うで

す
。
他
県
に

伝
わ
る
複
数
の
図
像
に
も
描
か
れ
て
い
る
の
で
す

が
、何
を
意
味
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
荼
吉
尼
天
・

毘
沙
門
天
・
吉
祥
天
の
三
尊
を
描
い
た
市い
ち

神が
み

神
社

の
も
の
�
の
荼
吉
尼
天
の
頭
に
は
、
キ
ツ
ネ
と
ヘ

ビ
が
い
ま
す
。

─
─
訳
の
わ
か
ら
な
さ
で
印
象
に
残
り
ま
す
。

桑
原

ち
ょ
う
ど
２
０
１
５
年
に
長
野
市
立
博
物

館
の
「
狐
に
ま
つ
わ
る
神
々
」
と
い
う
企
画
展
を

担
当
な
さ
っ
た
竹
下
多
美
学
芸
員
に
お
願
い
し
て
、

本
展
図
録
の
コ
ラ
ム
と
作
品
解
説
を
執
筆
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
コ
ラ
ム
で
竹
下
さ
ん
は
、
イ
ン

ド
で
墓
場
を
う
ろ
つ
き
人
肉
を
食
べ
る
夜や

叉し
ゃ

だ
っ

た
ダ
ー
キ
ー
ニ
ー
が
日
本
に
伝
来
す
る
と
弁
才
天

の
変
種
に
姿
を
変
え
、
そ
の
相
棒
ジ
ャ
ッ
カ
ル
が

キ
ツ
ネ
に
変
わ
っ
て
稲い
な

荷り

信
仰
と
結
び
つ
い
た
そ

う
で
、
荼
吉
尼
天
を
「
最
強
の
合
体
尊
」
と
評
し

て
お
ら
れ
ま
す
。

─
─
次
の
６
章
は
若
冲
の
作
品
が
メ
イ
ン
で
す

が
、
一
般
的
な
涅
槃
図
の
例
と
し
て
置
か
れ
て
い

る
「
大
涅
槃
図
」A
は
、
北
近
江
で
浅
井
氏
家
臣

の
子
に
生
ま
れ
て
絵
師
と
な
っ
た
海か
い
北ほ
う
友ゆ
う
松し
ょ
うの
子
、

友ゆ
う
雪せ
つ
の
門
人
・
海
北
友ゆ
う
賢け
ん
の
作
で
す
ね
。

桑
原

友
賢
の「
大
涅
槃
図
」に
は
、
写
実
的
に
動

植
物
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
今
回
、
滋
賀
県
立

琵
琶
湖
博
物
館
の
有
志
の
方
々
と
と
も
に
、
画
中

の
動
物
が
何
か
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。
右
上
隅
に

飛
ん
で
い
る
ツ
バ
メ
か
ら
、
左
下
隅
の
白
象
ま
で

１
０
９
種
の
う
ち
、
不
明
が
二
つ
あ
り
ま
し
た
が
、

な
ん
と
か
同
定
し
て
み
ま
し
た
。
空
想
上
の
動
物

や
、
日
本
に
は
棲
息
せ
ず
、
剥は
く

製せ
い
の
み
が
伝
来
し
て

い
る
ト
ラ
や
ヒ
ョ
ウ
は
毛
並
み
ま
で
細
か
く
描
か

れ
て
い
ま
す
。
魚
貝
類
や
昆
虫
も
け
っ
こ
う
い
ま
す
。

─
─
７
章
の
古
神
宝
で
は
、
桑
原
さ
ん
が
本
誌
112

号
の
新
撰
淡お
う

海み

木こ

間ま

攫ざ
ら
えで

ご
紹
介
な
さ
っ
た
「
雷ら
い

雲う
ん

蒔ま
き

絵え

螺ら

鈿で
ん

鼓こ

胴ど
う

」
が
出
展
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

桑
原

こ
の
鼓つ
づ
みは
、
静
し
ず
か

御ご

前ぜ
ん

（
源
義
経
の
側
室
）

の
持
ち
物
で
、
雨
乞
い
の
時
に
用
い
ら
れ
た
と
い

う
伝
承
を
も
ち
、
雲
間
に
走
る
稲
光
を
螺
鈿
で
表

し
て
い
ま
す
。
源
持も
ち

信の
ぶ

が
竹
生
島
神
社
に
奉
納
し
、

織
田
信
長
が
「
名
物
」
と
し
て
一
時
借
り
出
し
た

こ
と
が
わ
か
る
書
状
も
つ
い
た
名
器
で
す
。

─
─
８
章
「
神
の
乗
物
」
は
…
…
。

3
甲
賀
寺
跡
出
土
瓦（
甲
賀
市
教
育
委
員
会
／
滋
賀
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）
�
荼
吉
尼
天
曼
荼
羅
図
（
市
神
神
社
）

�
△
近
江
八
景
欄
間
彫
刻
（
大
津
市
中
京
町
自
治
会
）

7
◎
金
銅
唐
草
文
両
面
磬
（
百
済
寺
）

A
大
涅
槃
図

海
北
友
賢
筆
（
京
都
・
清
浄
華
院
）

�
波
濤
に
飛
龍
文
様
後
幕
（
水
口
祭
作
坂
町
）

8
◎
金
銅
透
彫
蓮
華
文
華
鬘
（
金
剛
輪
寺
）

B
火
伏
神
輿
（
神
奈
川
・
協
同
組
合
伊
勢
佐
木
町
一
・
二
丁
目
商
和
会
）
�
△
玉
取
獅
子
図
内
幕
（
水
口
祭
天
神
町
）

次ページ
写真 特集　KAZARI かざり─信仰と祭りのエネルギー─
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桑
原

ざ
っ
と
見
て
い
た
だ
い
た
「
か
ざ
り
」
展

を
お
さ
ら
い
し
ま
す
と
、
初
め
に
神
仏
や
天
皇
に

使
わ
れ
て
い
た
「
か
ざ
り
」
が
、
貴
族
や
武
士
に

広
が
り
、
や
が
て
、
い
ろ
い
ろ
な
お
祭
り
の
場
な

ど
で
町
人
が
目
に
し
て
取
り
入
れ
る
、
そ
ん
な
流

れ
が
歴
史
的
に
は
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

─
─
経
済
力
の
あ
っ
た
集
団
が
ど
こ
に
い
た
か
と

い
う
の
は
、
こ
の
変
遷
で
わ
か
り
ま
す
ね
。

桑
原

お
祭
り
と
い
う
視
点
か
ら
い
え
ば
、
美
し

い
最
高
水
準
の
芸
術
作
品
が
中
心
に
あ
り
、
大
勢

の
見
物
人
が
集
ま
っ
て
き
て
お
酒
や
食
べ
も
の
を

楽
し
む
場
だ
っ
た
と
す
る
と
、
今
回
の
「
か
ざ

り
」
展
も
お
祭
り
み
た
い
な
も
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ち
ょ
う
ど
４
月
か
ら
５
月
は
お
花
見
や
春
祭

り
の
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
ま
す
し
、
そ
の
延
長
で

ご
来
場
の
皆
さ
ん
に
は
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
（
２
０
１
６
・
３
・
４
）

特集　KAZARI かざり─信仰と祭りのエネルギー─

見
え
て
く
る
歴
史
的
な
流
れ

※
６

ウ
ナ
ギ
イ
ヌ

赤
塚
不
二
夫
の
漫
画
『
天
才
バ

カ
ボ
ン
』
に
登
場
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、
イ
ヌ

と
ウ
ナ
ギ
の
ハ
ー
フ
。

桑
原

滋
賀
県
か
ら
の
出
展
は
な
い
の
で
す
が
、

横
浜
の
伊
勢
佐
木
町
１
・
２
丁
目
商
和
会
か
ら
お

借
り
し
た
神
輿
B
の
正
面
と
背
面
の
扉
の
左
右
に

い
る
獅
子
は
、
名
工
・
高
村
光
雲
が
、
栗
東
市
に

あ
る
大だ
い

宝ほ
う

神
社
の
木
造
狛
犬
（
重
要
文
化
財
）
を

モ
デ
ル
に
制
作
し
た
も
の
で
す
。
ち
な
み
に
、
屋

根
の
上
の
鳳
凰
は
、
平
等
院
鳳
凰
堂
の
鳳
凰
が
モ

デ
ル
で
す
。
こ
の
神
輿
は
大
正
13
年（
１
９
２
４
）

に
完
成
し
た
比
較
的
新
し
い
も
の
で
す
が
、
図
案

設
計
か
ら
塗
り
ま
で
当
時
の
名
工
が
担
当
し
、
す

み
ず
み
ま
で
贅
を
尽
く
し
た
名
品
で
す
。

─
─
つ
づ
く
９
章
で
は
、
道
を
行
く
行
列
と
見
物

人
の
姿
を
描
い
た
絵
巻
や
屛
風
が
並
び
ま
す
。

桑
原

京
都
・
賀
茂
祭
な
ど
の
行
列
を
描
い
た「
年

中
行
事
絵
巻
模
本
」
は
、鳳ほ
う

輦れ
ん

（
天
皇
の
乗
り
物
）

や
馬
に
つ
け
ら
れ
た
唐
鞍
な
ど
を
注
意
し
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。
滋
賀
県
関
係
で
は
、多
賀
大
社
の「
参

詣
曼
荼
羅
図
」
�
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
の
「
竹

生
島
祭
礼
図
」、滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
蔵
の
「
近

江
名
所
図
屛
風
」
�
、「
日
吉
山
王
祭
礼
図
屛
風
」

は
祇
園
祭
と
対
に
な
っ
た
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵

の
も
の
な
ど
３
作
品
が
出
展
さ
れ
ま
す
。

─
─
そ
し
て
、
最
後
の
10
章
「
滋
賀
の
曳
山
祭
」。

桑
原

今
回
の
展
示
で
は
、「
懸け

装そ
う

品ひ
ん

」
と
呼
ば

れ
る
曳
山
を
飾
る
襖
ふ
す
ま

絵え

や
見
送
り
幕
な
ど
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
長
浜
の
鳳
凰
山
の
楽
屋
襖

で
す
ね
。
舞
台
の
裏
に
あ
た
る
部
分
な
の
で
、
普

段
は
見
ら
れ
な
い
。
子
ど
も
役
者
が
出
る
た
め
に

襖
を
開
け
た
一
瞬
し
か
見
ら
れ
な
い
部
分
で
す
。

そ
れ
が
、
狩か
の
う野

永え
い

岳が
く

筆
「
楽が
く

太だ
い

鼓こ

図
」
�
で
、
雅

楽
で
用
い
る
太
鼓
と
紅
葉
を
描
い
て
い
ま
す
。

─
─
極
彩
色
で
す
ね
。

桑
原

同
じ
く
長
浜
市
で
は
宮み
や

司し

町
で
昭
和
27
年

ま
で
子
ど
も
歌
舞
伎
が
演
じ
ら
れ
て
い
た
宮
川
祭

に
登
場
し
て
い
た
曳
山
「
颯さ
っ

々さ
つ

館か
ん

」
の
楽
屋
襖

で
す
。「
虎
の
岸が
ん

駒く

」
と
呼
ば
れ
た
岸
駒
に
よ
る

「
松
虎
図
」
�
で
、
岸
駒
の
日
記
に
、
享
和
４
年

（
１
８
０
４
）
１
月
19
日
、
宮
川
村
か
ら
曳
山
の

襖
の
注
文
が
あ
っ
た
、
い
つ
い
つ
下
塗
り
を
し
た

な
ど
、
制
作
過
程
の
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

次
は
、
大
津
祭
の
源
氏
山
に
つ
い
て
い
る
「
近

江
八
景
欄ら
ん

間ま

彫
刻
」
�
。
源
氏
山
は
そ
の
名
の
と

お
り
、
紫
式
部
の
か
ら
く
り
人
形
が
あ
る
の
で
す

が
、
紫
式
部
が
「
石
山
の
秋
月
」
を
表
し
て
、「
近

江
八
景
」
の
残
り
７
景
が
彫
刻
で
表
さ
れ
て
ま
す
。

─
─
享
保
３
年
（
１
７
１
８
）
と
い
う
と
、
か
な

り
古
い
も
の
で
す
ね
。

桑
原

こ
れ
は
ま
だ
現
役
の
は
ず
で
す
。

─
─
こ
れ
は
、
現
実
の
ま
ま
の
立
体
で
は
な
い
ん

で
す
ね
。
下
か
ら
見
上
げ
た
角
度
で
見
る
と
き
れ

い
な
立
体
に
見
え
る
け
れ
ど
、
奥
行
き
が
そ
れ
ほ

ど
な
い
か
ら
別
の
角
度
か
ら
だ
と
ひ
ず
ん
で
い
る
。

桑
原

そ
う
な
ん
で
す
。
今
の
展
示
で
は
来
館
者

が
見
下
ろ
す
形
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
正
し
く

見
え
な
い
ん
で
す
。
何
か
下
に
置
い
て
角
度
を
調

整
す
る
か
、
し
ゃ
が
ん
で
見
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

次
も
大
津
祭
で
、湯ゆ

立た
て

山や
ま

の
「
神し
ん

馬め

図

胴
懸
」

�
と
、石
し
ゃ
っ

橋き
ょ
う

山ざ
ん

の
「
飛
翔
鶴
図

水
引
幕
」
�
は
、

日
本
製
の
刺し

繡し
ゅ
うで

す
。
幕
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中
国

か
ら
購
入
さ
れ
た
綴
つ
づ
れ

織お
り

絨じ
ゅ
う

毯た
ん

や
壁
掛
け
な
ど
を

転
用
し
た
も
の
が
有
名
な
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
の

日
本
製
の
も
の
も
な
か
な
か
の
名
品
ぞ
ろ
い
で
す
。

「
神
馬
図
」
は
下
絵
が
円ま
る

山や
ま

応お
う

挙き
ょ

で
、
馬
に
つ

け
ら
れ
た
豪
華
な
唐
鞍
に
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。

「
飛
翔
鶴
図
」
は
下
絵
が
大
津
出
身
の
中な
か

島じ
ま

来ら
い

章
し
ょ
う

で
、
よ
ほ
ど
よ
い
職
人
が
刺
繍
を
し
て
い
る
の
か
、

羽
毛
の
細
か
な
再
現
も
、
全
体
を
見
た
時
の
動
き

の
あ
る
感
じ
も
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

─
─
そ
し
て
、
最
後
は
甲
賀
市
の
水
口
祭
で
す
。

桑
原

水
口
町
作つ
く
り

坂ざ
か

町
の
「
波は

濤と
う

に
飛
龍
文
様

後
幕
」
�
と
、
天
神
町
の
「
玉た
ま

取と
り

獅じ

子し

図
内
幕
」

�
で
す
。
前
者
は
明
か
ら
清
に
か
け
て
（
17
世

紀
）
の
中
国
宮
廷
で
本
来
は
官
服
用
に
織
ら
れ
た

布
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
後
者
は
、
朝
鮮
王

朝
時
代
（
16
世
紀
）
に
織
ら
れ
た
朝
鮮
毛け

綴つ
づ
れだ

と

考
え
ら
れ
ま
す
。

─
─
こ
れ
は
対
照
的
な
２
枚
で
す
ね
。
前
者
は
、

デ
ザ
イ
ン
的
に
洗
練
さ
れ
た
竜
で
す
が
、
後
者
は

未
完
成
品
で
す
し
、
獅
子
が
漫
画
チ
ッ
ク
で
…
…
。

桑
原

そ
う
な
ん
で
す
。
じ
つ
は
天
神
町
の
町
内

代
表
、
私
よ
り
ち
ょ
っ
と
若
い
ぐ
ら
い
の
世
代
の

方
は
、「
子
供
の
頃
か
ら
こ
の
幕
を
見
て
い
る
け

ど
、
ず
っ
と
ウ
ナ
ギ
イ
ヌ※
６み

た
い
だ
と
思
っ
て
い

た
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
（
笑
）。

─
─
ま
さ
に
！

古
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
絵
で
す
。

桑
原

こ
の
種
の
朝
鮮
毛
綴
は
、
日
本
の
祇
園
の

山
鉾
町
に
36
枚
と
水
口
の
こ
の
１
枚
し
か
残
っ
て

お
ら
ず
、
詳
細
は
わ
か
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
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「
朝
霧
の
川
」
中
路
融
人東

近
江
市
近
江
商
人
博
物
館
学
芸
員  

上
平
千
恵

こ
の
絵
は
、
湖
国
の
原
風
景
に
心
惹
か
れ
、
��
余
年
も
の
間
、

そ
の
風
景
を
追
い
求
め
、
描
き
続
け
た
日
本
画
家
・
中な

か

路じ

融ゆ
う

人じ
ん

（
文

化
功
労
者
・
日
本
芸
術
院
会
員
）
の
作
品
で
す
。

そ
の
作
品
に
向
き
合
う
と
、
画
面
か
ら
は
不
思
議
と
肌
寒
い
季

節
の
凛
と
し
た
空
気
や
水
辺
の
潤
い
、
土
や
木
々
の
匂
い
も
感
じ

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

東
近
江
市
の
名
誉
市
民
で
も
あ
る
中
路
画
伯
の
創
作
の
原
風
景

は
、
幼
い
頃
、
母
に
連
れ
ら
れ
て
訪
れ
た
東
近
江
市
に
あ
り
ま
し
た
。

「
大
き
な
杉
に
囲
ま
れ
た
鎮
守
の
森
や
コ
ブ
ナ
や
モ
ロ
コ
が
釣
れ

る
曲
が
り
く
ね
っ
た
小
川
が
た
ん
ぼ
の
間
を
流
れ
、
の
ど
か
な
田

園
地
帯
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
」
と
当
時
を
回
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
ご
紹
介
し
た
こ
の
絵
の
よ
う
な
う
ね
っ
た
小
川
や
田
園
の

中
に
榛は

ん

の
木
が
立
ち
並
ぶ
風
景
は
、
か
つ
て
滋
賀
県
で
よ
く
見
ら

れ
ま
し
た
が
、
県
下
で
は
昭
和
��
年
代
か
ら
急
速
に
圃ほ

場じ
ょ
う

整
備
が

す
す
め
ら
れ
、
こ
う
い
っ
た
風
景
が
次
々
に
消
え
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
消
え
ゆ
く
風
情
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
、
何
度
も
何
度
も

湖
国
に
足
を
運
び
、
デ
ッ
サ
ン
し
続
け
た
と
い
い
ま
す
。

一
枚
の
作
品
の
創
作
を
ひ
も
と
く
だ
け
も
、
滋
賀
県
の
歩
み
の

一
端
を
顧
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
水
と
木
が
私
の
創
作
の
舞
台
装
置
だ
」
と
語
る
中
路
画
伯
は
、

デ
ッ
サ
ン
を
大
切
に
し
、
雪
に
輝
く
伊
吹
山
や
榛
の
木
の
立
ち
並

ぶ
田
園
風
景
、
葦よ

し

が
ゆ
れ
る
琵
琶
湖
畔
な
ど
、
自
ら
が
心
ゆ
さ
ぶ

ら
れ
た
一
期
一
会
の
自
然
の
表
情
を
豊
か
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
中
路
画
伯
か
ら
、
長
年
に
わ
た
り
制
作
さ
れ
た
多
数

の
日
本
画
が
東
近
江
市
に
寄
贈
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
多
く
の

人
び
と
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
平
成
��
年
�
月
��
日
に

中
路
融
人
記
念
館
を
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
画
家
・
中
路
融
人
画
伯
が
心
惹
か
れ
た
湖
国
の
情
景
と
の

出
会
い
が
、
滋
賀
県
の
新
た
な
魅
力

の
発
見
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

出
会
い
が
、
滋
賀
県
の
新
た
な
魅
力

˔

中路融人記念館
（ۙ江঎人博物館̎ ֊）

桑
原

お
祭
り
と
い
う
視
点
か
ら
い
え
ば
、
美
し

い
最
高
水
準
の
芸
術
作
品
が
中
心
に
あ
り
、
大
勢

の
見
物
人
が
集
ま
っ
て
き
て
お
酒
や
食
べ
も
の
を

楽
し
む
場
だ
っ
た
と
す
る
と
、
今
回
の
「
か
ざ

り
」
展
も
お
祭
り
み
た
い
な
も
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ち
ょ
う
ど
４
月
か
ら
５
月
は
お
花
見
や
春
祭

り
の
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
ま
す
し
、
そ
の
延
長
で

ご
来
場
の
皆
さ
ん
に
は
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
（
２
０
１
６
・
３
・
４
）

●
中
路
融
人
記
念
館
開
館

特
別
無
料
観
覧
会

４
月
16
日
㈯

午
後
2
時
〜
午
後
5
時

プ
レ
オ
ー
プ
ン
と
し
て
、
無
料
で
入
館
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

●
オ
ー
プ
ン
記
念
展
「
中
路
融
人
の
世
界

─
湖
国
の
風
景
に
魅
せ
ら
れ
て
─
」

４
月
17
日
㈰
〜
７
月
24
日
㈰
﹇
11
ペ
ー
ジ
参
照
﹈
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近江の老農　大岡利右衞門
開催中〜５月29日㈰

野洲市歴史民俗博物館（銅鐸博物館）

老
ろう

農
のう

とは、農業指導者のことです。野洲
市比

ひ

留
る

田
た

出身の大岡利右衞門は、近代の老
農として活躍した人物です。本展は、農事
改良に生涯を捧げた大岡を紹介します。
休館日：月曜日・５月６日
入館料 : 大人200円、高大生150円、小中生100円

■市史・郷土史講演会
「『老農時代』の技術と思想」
５月28日㈯　午後２時〜４時
講師：西村　卓氏（同志社大学経済学部教授）
会場：野洲市歴史民俗博物館研修室
定員：120名　参加費：要入館料（申込不要）

お問い合せ先：TEL 077（587）4410大津の古

金剛輪寺木造十二神将像保存修理完成記念
春季特別展

十二神将と四天王
─武将形の守護神─

４月16日㈯〜６月５日㈰
愛荘町立歴史文化博物館

　天台の古刹、金剛輪寺に伝来する鎌倉時
代の木造十二神将像は、造形的に優れた作
例であることから、平成24年３月に愛荘町
指定文化財に指定され、その後３ヵ年かけ
て保存修理が行われました。
　本展では、十二神将像12軀を修理後初め
て公開するほか、同じ武将形の守護神であ
る木造四天王立像（江戸時代・仏心寺蔵）
を紹介します。

休館日：月・火曜日（祝日は開館）
入館料 : 一般300円、小中生150円
※５月３〜５日は無料入館日（国際博物館の日）
■ギャラリートーク
「近江の神将像とその魅力」
５月15日㈰　午後１時30分〜３時
講師：髙梨純次氏（秀明文化財団参事）
参加費：無料
お問い合せ先：TEL 0749（37）4500

戦時下の滋賀師範
─昭和18年の卒業生─
開催中〜６月19日㈰
滋賀県平和祈念館

　現在の滋賀大学教育学部は、「滋賀師
範」の名で親しまれた戦前の師範学校を母
体としています。戦争末期の昭和18年、戦
況悪化で不足した戦場の指揮官や航空兵
を補充するため、旧制中学校以上の学生・
新卒業生が大々的に動員されました。
　教員を志した若者がいやおうなく戦争
に巻き込まれたようすを紹介します。

大
岡
利
右
衞
門
肖
像
画
（
大
岡
家
蔵
）

木
造
十
二
神
将
像
（
第
２
号
像
）

滋賀師範学校 昭和18年の卒業生
（吉田亀治郎さん提供）

　付属国民学校の卒業記念写真に、交流の深かっ
た教生として同席したもの。

米原の石造物・近江の石塔写真展
─祈る・集う・造る─

開催中〜４月24日㈰
米原市伊吹山文化資料館

　石の加工を生業としてきた曲谷集落があ
り、五輪塔や道標などの石造文化財の残る
米原は、生産地と消費地をもつ石造物のま
ちです。米原市内の石造物の写真とともに、
伊吹山文化資料館友の会の元副会長・梅原
義夫さん（故人）撮影の近江の石塔の優品
を紹介します。
休館日：月曜日・祝日の翌日
入館料 : 大人200円、小中生100円

お問い合せ先：TEL 0749（58）0252大津の古

ユネスコ無形文化遺産登録推進　企画展

長浜型曳山の系譜
─その成立と伝播─
開催中〜４月17日㈰

第１会場　長浜城歴史博物館
開催中〜５月８日㈰
第２会場　曳山博物館

　長浜曳山祭の曳山に代表される舞台附曳
山は、江戸時代中期（18世紀前半）に長浜
で完成したと考えられ、この「長浜型」が、
江戸時代後期以降、西美濃や北陸地方へ伝
播していきます。本展では、「長浜型」を造っ
た大工・藤岡和泉家の資料を中心に、各地
の長浜型曳山模型や資料、他地域の山車模
型等を展示します。
休館日：会期中無休
入館料 : 第１会場　大人400円、小中生200円

第２会場　大人600円、小中生300円
お問い合せ先：第１会場　TEL0749（63）4611

第２会場　TEL0749（65）3300

旧
魚
屋
町
組
山
建
地
割
図

文
政
年
間

藤
岡
家
大
工
資
料
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休館日：月・火曜日
入館料 : 無料

■戦争体験を聞く会
「昭和18年の滋賀師範」
４月24日㈰　午後１時30分〜３時
語り部：長谷川良治氏
　　　　（大正12年生まれ、野洲市在住）
会場：研修室　参加費：無料（事前申込不要）
お問い合せ先：TEL 0749（46）0300

中路融人の世界
─湖国の風景に魅せられて─
４月17日㈰〜７月24日㈰

東近江市近江商人博物館・中路融人記念館
　てんびんの里文化学習センターの２階を
リニューアルして「中路融人記念館」をオー
プンします。現代日本画壇を代表する中路
融人画伯が心惹かれ、長年にわたり描き続
けてきた湖国の原風景。一期一会の自然の
表情に真摯に向き合い、情緒豊かに描いた
作品を紹介します。
入館料 : 大人300円、小人150円
休館日：月曜日（祝日は開館）・祝日の翌日

■作家によるギャラリートーク
４月29日㈷　午後１時30分〜
参加費：要入館料（申込不要）

［同時開催］リニューアル記念特別展

ふるさと蒲生野を愛した洋画家
野口謙蔵

東近江市近江商人博物館・特別展示室

　中路融人記念館開設を記念して、東近江
市ゆかりの作家を紹介。蒲

がも
生
う
野
の
に生まれ、

蒲生野を愛し描き続けた洋画家、野口謙蔵
（1901 〜 1944）の作品を展示します。
お問い合せ先：TEL 0748（48）7101

歌集　泡（Abuku）
岩根敏子 発行
四六判上製本　総206頁　非売品
問合先  TEL0749（22）0627（サンライズ出版）
　あの世より帰りたる人誰もなく楽しさうな気もす
る怖い様な気も──脳出血後のリハビリとともに
作歌に励んだ著者、最後の歌集。2016年３月
31日没、告別式参列者に配布。（2015.４.20刊）

子どもの頃の百姓屋はん
川北泰助 著
Ｂ６判並製本　総98頁　非売品
問合先 三重県伊賀市種生 2979（ 著者 ）
　米作りは、肥料となる山の草刈りから始まる。
昭和 11 年に小学校に入学した著者が、当時の
農作業（養蚕と炭焼きをふくむ）と、農学校在学
中に早世した兄との遊びを回想。（2016.３.10刊）

自 費 出 版 物 の 紹 介

口
くち

孫
まご

縮緬
二百年のあゆみ

木村茂雄 企画・編集／木村孫次郎 発行
Ａ５判並製本　総40頁　非売品

問合先  TEL0749（22）0627（サンライズ出版）
　湖北の地で最も長きにわたり浜縮緬を生産
してきた「口分田の木村孫一」、略して「口孫」。
昭和初期の工場増築、戦後の繁栄など、その歩
みをまとめる。（2015.12.20刊）

西浜千軒遺跡
─琵琶湖湖底遺跡の調査・研究─

中川　永 編著
Ａ４判並製本　総100頁　非売品

問合先  TEL0749（22）0627（サンライズ出版）
　退任した林博通教授の調査を引き継ぎ、学生
主導で続けられた琵琶湖の水中遺跡調査。室町
時代の大地震で集落が水没したと伝わる長浜市
の湖底で確認された遺物の数々。（2016.３.31刊）

「
冬
日
」
野
口
謙
蔵

石田三成に逢える近江路

MEET
三成展

5月14 日㈯～11月30日㈬

ɹ඙ࠜɾถݪɾ௕඿ͷ
̏ձ৔Ͱɺ/),େՏ
υϥϚʮਅాؙʯʹ͓
͚Δੴాࡾ੒ΛςʔϚ
ͱͨ͠اըలࣔ΍ࡾ੒
͕ੜ͖ͨ࣌୅Λ঺հ͢
ΔύωϧలࣔͳͲɺੴ
੒Λ͞·͟·ͳ֯ࡾా
౓͔Β঺հ͠·͢ɻ

お問い合わせ先

びわ湖・近江路
観光圈活性化協議会
彦根市観光企画課

 TEL 0749（30）6120
米原市商工観光課

 TEL 0749（58）2227
長浜市観光振興課

 TEL 0749（65）6521

彦根会場

米原会場

長浜会場

真田丸にみる
石田三成と
激動の佐和山城展
■会　場：開国記念館
■入館料：無料

運命・米原企画展
■会　場：観音寺本坊
■入館料：無料

真田丸ゆかりの
武将展
■会　場：
①長浜市曳山博物館　
②湖北観光情報センター
■入館料：無料
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本
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発
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日

／
2016年

４
月
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／

第
27巻

第
４

号
〈

通
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119号
〉　

発
行

人
／
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／
岸
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／
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物

館
協
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Duet の定期購読をご希望の方は、下記までお申し込みください。
〒522-0004	 滋賀県彦根市鳥居本町655-1

サンライズ出版株式会社　Duet 編集部
TEL（0749）22-0627　FAX（0749）23-7720
（振替）01080-9-61946

インターネットでDuet がお楽しみいただけます。
http://www.sunrise-pub.co.jp/

書店で
発売中

滋賀県で大切にすべき野生生物
滋賀県レッドデータブック2015年版
滋賀県生きもの総合調査委員会 編
A４判並製本　総648頁　3500円＋税
　５年ぶりの改訂により、絶滅危惧種などカテ
ゴリー別に1439種を収録。50ページ以上のカ
ラーグラビアに500種余りの写真を掲載。2010
年版から選定種は152種増加し、特に昆虫類で
はゲンゴロウなど７種が絶滅種に加わった。

石田三成の青春
松本匡代 著

四六判並製本　総352頁　1700円＋税
　戦国の知将・石田三成の若き日々。のちの
天下人・豊臣秀吉との出会い、親友・大谷吉
継との関ヶ原への誓い――。三成の家族や恋人、
妻子も登場させ、等身大の人間・三成の姿を
描く戦国青春ノベル。

淡海文庫55

世代をつなぐ竜王の祭り
苗村神社三十三年式年大祭

武田俊輔 編著／滋賀県立大学式年大祭調査団 著
B６判並製本　総232頁　1200円＋税

　平成26年10月、竜王町の苗村神社で33年ぶり
に行われた式年大祭。山車や鉾・踊りなどが氏子
総出で奉納される祭礼の準備から執行までを記録。

表紙写真　飛翔鶴図水引幕　大津祭石橋山（部分）大津市石橋会蔵
刺繡によりタンチョウヅルの羽毛が表現されている。（８ページ参照）

編集後記　特集記事の補足です。会期中に陳列替えが行われるので、紹介し
ている作品でも陳列されていない場合があります。チケット売り場やレスト
ランがあるレセプション棟から本館へ向かう道の両側には、約80本のしだれ
桜が植えられていて、例年４月中旬に満開となるそうです（その後の葉桜もき
れい）。送迎の電気自動車は使わずに、歩くのもよいかもしれません。　 キ

お
申
込
先

江戸時代 近江の商いと暮らし
湖国の歴史資料を読む
青柳周一／東幸代／岩﨑奈緒子／母利美和 編著
四六判上製本　総318頁　3000円＋税
　滋賀大学と滋賀県立大学、サンライズ出版
から成る「おうみ学術出版会」の刊行書籍第１弾。
第１章では従来の「近江商人像」の刷新を試み、
第２章では近江の地に生きた人びとの多様な暮
らしぶりを掘り起こす、全12編の論考を収録。

堤豊宏「書」の世界

私の生き方修行
堤　豊宏 著
210×200㎜ 並製本　総46頁　非売品
問合先  彦根市正法寺町451-46（著者）
　禅僧の墨跡に心ひかれ、40年余り、ド
イツなどでも個展を開催してきた著者の
還暦を記念した作品集。　（2016.２.10刊）

書物への愛

桜田御
ご

文
ぶん

庫
こ

と新井白石
（仮称）新井白石記念館の設立を応援する会 編
B５判上製本　総304頁　非売品
問合先 千葉県君津市坂田1585（編者）
　研究活動の成果をまとめた三部作の最終巻。
学習・研究活動報告と新事実の発見や訂正を
盛り込んだ論文を収録。　　　（2016.３.31刊）

舞台機構屋が語る舞台の魅力
若狹忠治 著

Ａ５判並製本　総202頁　非売品
問合先 米原市入江 259-32（著者）

　半世紀にわたり、市民会館や芸術劇場などの
設計・建設に携わってきた著者が、若い技術者
の参考になればと、舞台機構の歴史と仕組み、
古典芸能の魅力をまとめた一冊。（2016.２.25刊）

日野町下
しも

駒
こま

月
づき

のお話
その歴史と伝承

横井邦彦 著／西照院 発行
Ａ５判並製本　総40頁　頒価1600円＋税
問合先  蒲生郡日野町下駒月1059（ 発行者 ）

　70戸余りの小集落・下駒月にある西照院の
住職である著者が、平安時代以降の出来事や
時代ごとの文化財を解説。　（2016. ４. １刊）

自
費
出
版
物
の
紹
介

４月
下旬
発売




